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　当協会では，水稲用除草剤の効果の
安定と水田外への流出防止のため，散
布前後の水管理の徹底を啓発する活動
を行っています。その一環として，と
くに散布後 7日間落水，かけ流しを
しないよう注意を促す内容のキャン
ペーン広告を，会員会社の協力を得て，
4月から 5月に日本農業新聞上に掲載
するとともに，その記事を当協会ホー
ムページでも紹介しています。こうし
た適正使用キャンペーンは，平成 15
年（2003 年）から毎年継続して実施
し，現在に至っています。
　一般に，水稲用除草剤は，散布後有
効成分が水中に溶け出し，水田水を介
して水田土壌の表層に拡がって除草効
果を発揮するため，散布後に止水し，
水田外への成分の流出を防ぐことは，
除草効果を安定させるとともに環境へ
の影響を小さくすることになります。
　この除草剤適正使用キャンペーン
は，畦畔の整備とともに散布後7日間，
水田水を水田の外に出さないよう周知
徹底を図るものです。
　キャンペーン広告では，かけ流しを
させないための水管理法として，当協
会が推奨している「除草剤散布後水田
水がなくなるまで給水しない止水管
理」を平成 24 年（2012 年）より紹
介しています。この水管理法の詳細に
ついては，当協会ホームページ（http://
www.japr.or.jp/) をご覧下さい。
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薬剤成分の流出を防止し、安定した除草効果が得られます。

このキャンペーンに協力、推進しています。
アピロトップＭＸ／アピロキリオＭＸ1キロ粒剤７５／５１
アルハーブフロアブル
イッポン１キロ粒剤７５／Ｄ１キロ粒剤５１・フロアブル／Ｄフロアブル・ジャンボ／Ｄジャンボ
イノーバＤＸアップ１キロ粒剤７５／５１
ウィナー1キロ粒剤７５／５１・フロアブルＨ／Ｌ・ジャンボＨ／Ｌ
エーワン１キロ粒剤・フロアブル
キクンジャーＺ１キロ粒剤・フロアブル・ジャンボ
クサトリーＤＸ１キロ粒剤７５／５１・フロアブルＨ／Ｌ・ジャンボＨ／Ｌ
忍１キロ粒剤・フロアブル・ジャンボ

シリウスエグザ１キロ粒剤・フロアブル・ジャンボ･顆粒
シロノック１キロ粒剤７５／５１・フロアブルＨ／Ｌ・ジャンボＨ／Ｌ
スマート１キロ粒剤・フロアブル
ドウジガード１キロ粒剤７５／５１・フロアブル／Ｌフロアブル
ナギナタ１キロ粒剤・ジャンボ・豆つぶ
バッチリ１キロ粒剤・フロアブル・ジャンボ
半蔵１キロ粒剤
ビクトリーＺ／メガゼータ１キロ粒剤・フロアブル・ジャンボ
ホットコンビフロアブル
ボデーガード１キロ粒剤・フロアブル・ジャンボ
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薬剤成分の流出を防止し、安定した除草効果が得られます。

このキャンペーンに協力、推進しています。
アピロトップＭＸ／アピロキリオＭＸ1キロ粒剤７５／５１
アルハーブフロアブル
イッポン１キロ粒剤７５／Ｄ１キロ粒剤５１・フロアブル／Ｄフロアブル・ジャンボ／Ｄジャンボ
イノーバＤＸアップ１キロ粒剤７５／５１
ウィナー1キロ粒剤７５／５１・フロアブルＨ／Ｌ・ジャンボＨ／Ｌ
エーワン１キロ粒剤・フロアブル
キクンジャーＺ１キロ粒剤・フロアブル・ジャンボ
クサトリーＤＸ１キロ粒剤７５／５１・フロアブルＨ／Ｌ・ジャンボＨ／Ｌ
忍１キロ粒剤・フロアブル・ジャンボ
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澁谷　知子

帰化アサガオ類の発生動向

帰化アサガオ類が農耕地，非農耕地
に侵入し（徐 2007，2009），特に大
豆作での被害が大きく各地で問題と
なっている。帰化アサガオ類は種子繁
殖する一年生の雑草で，その多くは熱
帯アメリカ原産のため気温が高いと生
育が非常に旺盛になり，つる性で大豆
にからみつくので，非常に防除困難で
ある（図 -1）。

帰化アサガオ類の発生と被害状況
を把握するため，2008 年 9 ～ 11 月，
すでに帰化アサガオ類の発生調査が行
われていた九州地域を除く全国の公立
農業関係普及指導機関の協力により，
帰化アサガオ類の発生実態アンケート
調査が行われた。その結果，帰化アサ
ガオ類は関東以西，特に東海地域で発
生が多く，東北地域では稀ではあるも
ののいくつかの地域で発生が確認され
た（渡邊ら 2009，2010）。この調査
以降，帰化アサガオ類に対する関心が
高まったこともあると考えられるが，
各地から発生状況に関する情報が当方

に寄せられたり，分布に関する調査や
報告がなされ（佐藤・三浦 2011，保
田 2012），2012 年には農林水産省に
よる全国規模の発生実態アンケート調
査が行われた（松下 2014）。それら
によると 2008 年の調査では確認され
なかった地域において新たに発生が確
認されたり，問題が深刻化したりする
一方，帰化アサガオ類に対する認識が
広がり，積極的に防除に取り組まれて
いるところもあった。しかしながら，
現段階では誰でもすぐ導入できる省力
的で効果的な防除法は確立されていな
い。このため，侵入防止が最も重要で
あり，警戒が強いほど侵入初期に発見
できるので対策の効果が高いと考えら
れる。以下，侵入段階ごとの対策につ
いて述べる。

帰化アサガオ類の侵入段階
ごとの対策

（1）侵入防止
圃場やその周辺に帰化アサガオ類が

まだ侵入していない場合，各種パンフ
レット等を活用し，どんな雑草なのか
を知り，警戒を強め，生産現場への侵
入を阻止する必要がある。圃場やその
周辺に侵入していなくても市街地や路
傍などで分布が確認されているところ
もあり，条件が整えば圃場周辺に定着
する可能性がある。このような地域に
おいては，生産者だけでなく，地域住
民と連携して警戒を強めることが重要
である（図 -2）。観察する目が増える

大豆作における帰化アサガオ類対策
－これ以上広げないために－

図 -1　大豆にからみつくマルバルコウ

図 -2　圃場周辺の帰化アサガオ類の発生場所と防除タイミング
（「帰化アサガオ類まん延防止技術マニュアル　帰化アサガオ類の地域全体へのまん延を防止する
ためのほ場周辺管理技術」より抜粋）
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ほど，監視力は強まる。すでに侵入し
ているところの情報を活用することに
よって警戒のポイント（時期や場所）
を把握することができる。

（2）拡大防止

帰化アサガオ類が圃場あるいはその
周辺へ侵入したばかりの初期段階で
は，徹底防除によってそれ以上の拡大
を防ぐことができる。帰化アサガオ類
の侵入経路は完全に解明されているわ
けではないが，圃場内に突然，発生す
る場合と圃場周辺から圃場内へ広がっ
ている場合が観察される。圃場周辺に
帰化アサガオ類が繁茂していないのに
圃場内で発生している場合，何らかの
人為的な要因（資材投入，機械共有）
で帰化アサガオ類の種子が圃場に直接
持ち込まれた可能性がある。この場
合，これ以上の持ち込みや拡大を防ぐ
ため，投入資材や機械作業の順番の確
認が必要であり，例えば，未侵入圃場
を初めに作業をすることで機械に付着
した種子が拡散するリスクを防ぐこと
ができる。さらに，圃場から手取り等
で持ち出した帰化アサガオ類の適切な
処理も重要である。帰化アサガオ類が
開花中あるいは結実していた場合は圃
場周辺に放置すると種子が成熟して落
下し，次年度以降の発生源となる。圃

場周辺の管理の不徹底によって圃場周
辺で帰化アサガオ類が多量の種子を生
産すれば，今度は圃場周辺から圃場内
へ侵入する原因となる。地域への拡大
防止には圃場周辺の管理が最も重要に
なる。帰化アサガオ類の地域全体への
まん延を防止するための圃場周辺管理
技術をマニュアルとして公開している
ので利用していただきたい。

圃場周辺の防除は，草刈りや非選択
性茎葉処理剤が利用できるので，労力
はかかるが，難しいことではない。し
かし，種子が落下してから雑草を防除
しても拡大防止の点では意味が無い
し，管理回数はできれば少なくしたい。
そこで，重要なのは圃場周辺の管理の
タイミングである。帰化アサガオ類の
開花は主として日長によって制御され
ているので（澁谷ら 2009a，2011），
開花時期を予想することができる。帰
化アサガオ類は 4 月～ 10 月頃まで長
期にわたり発生するため，6 月上旬，
8 月中旬，9 月下旬の少なくとも 3 回
は必ず防除する必要がある（澁谷ら
2009b）。この防除時期は開花結実を
阻止するというタイミングで非常に重
要である。実際に，年 4 回防除した
のにもかかわらず，この重要なタイミ
ングを外していたために畦畔で帰化ア
サガオ類が繁茂し，種子を生産して

しまった事例がある（澁谷ら 2011）。
侵入初期は，葉を見ただけでは帰化ア
サガオ類だと気が付かない場合もある
が，遅くとも開花を認めたら，直ちに
完全に防除する必要がある。

また，帰化アサガオ類は水稲の中干
し期や水稲刈跡に出芽し，開花結実す
る場合がある（図 -3，徐 2014）。さ
らに大豆調製施設において大豆収穫物
の夾雑物中に帰化アサガオ類の種子が
分離されたという報告（保田 2010，
2012）やコンバインの残渣排出部分
から帰化アサガオ類の種子が出てきた
という生産者からの情報もある。帰化
アサガオ類を広げないためには，この
ような部分も含めて警戒を強め，地域
全体で適切に対策をする必要がある。

（3）被害軽減

圃場内に侵入してしまった帰化アサ
ガオ類を防除するには，既存の防除技
術を効果的に組み合わせることで，完
全防除ができなくても被害を軽減する
ことができる。防除のタイミングと防
除技術の組み合わせおよびその防除事
例を大豆畑における帰化アサガオ類防
除技術マニュアルとして公開している
ので，利用していただきたい。防除体
系のポイントを図 -4 に示した。ここ
で示す一番目のポイントは大豆 2 葉

図 -3　水稲刈跡で生育する帰化アサガオ類
（左：マメアサガオ（開花），右：マルバアメ
リカアサガオ（つぼみ））



54　植調　Vol.49, No.1(2015)

ほど，監視力は強まる。すでに侵入し
ているところの情報を活用することに
よって警戒のポイント（時期や場所）
を把握することができる。

（2）拡大防止

帰化アサガオ類が圃場あるいはその
周辺へ侵入したばかりの初期段階で
は，徹底防除によってそれ以上の拡大
を防ぐことができる。帰化アサガオ類
の侵入経路は完全に解明されているわ
けではないが，圃場内に突然，発生す
る場合と圃場周辺から圃場内へ広がっ
ている場合が観察される。圃場周辺に
帰化アサガオ類が繁茂していないのに
圃場内で発生している場合，何らかの
人為的な要因（資材投入，機械共有）
で帰化アサガオ類の種子が圃場に直接
持ち込まれた可能性がある。この場
合，これ以上の持ち込みや拡大を防ぐ
ため，投入資材や機械作業の順番の確
認が必要であり，例えば，未侵入圃場
を初めに作業をすることで機械に付着
した種子が拡散するリスクを防ぐこと
ができる。さらに，圃場から手取り等
で持ち出した帰化アサガオ類の適切な
処理も重要である。帰化アサガオ類が
開花中あるいは結実していた場合は圃
場周辺に放置すると種子が成熟して落
下し，次年度以降の発生源となる。圃

場周辺の管理の不徹底によって圃場周
辺で帰化アサガオ類が多量の種子を生
産すれば，今度は圃場周辺から圃場内
へ侵入する原因となる。地域への拡大
防止には圃場周辺の管理が最も重要に
なる。帰化アサガオ類の地域全体への
まん延を防止するための圃場周辺管理
技術をマニュアルとして公開している
ので利用していただきたい。

圃場周辺の防除は，草刈りや非選択
性茎葉処理剤が利用できるので，労力
はかかるが，難しいことではない。し
かし，種子が落下してから雑草を防除
しても拡大防止の点では意味が無い
し，管理回数はできれば少なくしたい。
そこで，重要なのは圃場周辺の管理の
タイミングである。帰化アサガオ類の
開花は主として日長によって制御され
ているので（澁谷ら 2009a，2011），
開花時期を予想することができる。帰
化アサガオ類は 4 月～ 10 月頃まで長
期にわたり発生するため，6 月上旬，
8 月中旬，9 月下旬の少なくとも 3 回
は必ず防除する必要がある（澁谷ら
2009b）。この防除時期は開花結実を
阻止するというタイミングで非常に重
要である。実際に，年 4 回防除した
のにもかかわらず，この重要なタイミ
ングを外していたために畦畔で帰化ア
サガオ類が繁茂し，種子を生産して

しまった事例がある（澁谷ら 2011）。
侵入初期は，葉を見ただけでは帰化ア
サガオ類だと気が付かない場合もある
が，遅くとも開花を認めたら，直ちに
完全に防除する必要がある。

また，帰化アサガオ類は水稲の中干
し期や水稲刈跡に出芽し，開花結実す
る場合がある（図 -3，徐 2014）。さ
らに大豆調製施設において大豆収穫物
の夾雑物中に帰化アサガオ類の種子が
分離されたという報告（保田 2010，
2012）やコンバインの残渣排出部分
から帰化アサガオ類の種子が出てきた
という生産者からの情報もある。帰化
アサガオ類を広げないためには，この
ような部分も含めて警戒を強め，地域
全体で適切に対策をする必要がある。

（3）被害軽減

圃場内に侵入してしまった帰化アサ
ガオ類を防除するには，既存の防除技
術を効果的に組み合わせることで，完
全防除ができなくても被害を軽減する
ことができる。防除のタイミングと防
除技術の組み合わせおよびその防除事
例を大豆畑における帰化アサガオ類防
除技術マニュアルとして公開している
ので，利用していただきたい。防除体
系のポイントを図 -4 に示した。ここ
で示す一番目のポイントは大豆 2 葉

図 -3　水稲刈跡で生育する帰化アサガオ類
（左：マメアサガオ（開花），右：マルバアメ
リカアサガオ（つぼみ））
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期に，発生している帰化アサガオ類を
優先的に防除することである。帰化ア
サガオ類は発生期間が長いものの大豆
播種から 2 ～ 3 週間でその多くが発
生する。初期に発生した帰化アサガオ
類は生育も旺盛で，少しでも防除時期
が遅れると非常に防除困難となる。初
期の防除の成功が栽培全体での防除
の成功のキーポイントとなる。大豆 2
葉期の防除ツールとして省力かつ効果
的なのは現在のところ，ベンタゾン液
剤の全面処理であると考えられる。二
番目のポイントは，大豆の草高が条間
と同じになるまで，2 週間ごとに防除
を続けることである。2 週間ごととい
うのは，帰化アサガオ類は条件がよ
ければ 2 週間程度でつるになるから
である。つるになると除草剤の効果が
劣るとともに機械的防除もしにくくな
る。次々に出芽する個体がつるになる
前に防除するには約 2 週間ごととい
うタイミングになる。また，大豆の草
高が条間と同じになるまでというの
は，大豆群落内の明るさに関係してい
る。大豆の草高が条間と同じになると
群落内の明るさは群落外の約 50% に
なり，それ以降に出芽してきた帰化ア

サガオ類は正常に生育しない（黒川・
澁谷 2013）。このため，大豆の草高
が条間と同じになるまでは防除を継続
する必要がある。以上の 2 つのポイ
ントを踏まえ，帰化アサガオの 1 種
であるマルバルコウが激発する圃場

（250 本 /㎡）にて大豆生育期に 3 回
防除を行うことで完全防除に成功した
事例をマニュアルに掲載している。こ
のような圃場では土壌中にはマルバル
コウの休眠種子が多いため，大豆への
被害を軽減するという観点で防除を継
続する必要がある。

図 -4 に示した防除体系は，適期に
防除しないと最も雑草害が大きくなる
と考えられる初期に発生した帰化アサ
ガオ類を防除して大豆の生育を確保
し，早く大豆群落を完成させることを
前提にしている。逆に言えば，大豆の
生育が劣って圃場を覆わない状況であ
れば，大豆の生育期間中何らかの防除
を続ける必要がある。

また，栽培上，中耕や畦間株間処理
ができない条件では，生育期の防除方
法はベンタゾン液剤の全面処理 1 回
に頼らざるを得ない。そこで，狭畦栽
培を採用し，大豆が圃場を早く覆う力

を最大限生かす必要がある。

防除対策の実践と今後の技
術開発のために

圃場内に侵入してしまった場合の帰
化アサガオ類対策は，非常にコストと
労力がかかる。そこで，まだ，侵入し
ていない地域では，ぜひとも侵入防止
としてモニタリングと情報共有による
順応的管理（黒川 2013）に取り組ん
でもらいたい。大雑把な試算であるが，
10a の圃場において畦畔（畦畔率約 6%
とする）で繁茂している帰化アサガオ
類を除草剤で 3 回防除する場合の資材
費は数百円で済むのに対し，圃場に侵
入したものを完全防除するためには数
千円かかる。畦畔は生産の直接の場で
はないが，圃場に直結する影響力の大
きい場所である。また，農道脇や水路
脇は個々の生産者だけでは管理が困難
なため，地域として体制を整える必要
があり，農林水産省の「多面的機能支
払交付金」の活用も有効であろう。

では，圃場内に侵入してしまった場
合の対策を，誰にでも実施できて安定
した防除体系に改良するにはどうした

図 -4　大豆畑での帰化アサガオ類の防除法
（「帰化アサガオ類まん延防止技術マニュアル
大豆畑における帰化アサガオ類の防除技術」
より抜粋）
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らよいであろうか。生産者は省力的な
防除法として，効果の高い土壌処理剤
や全面処理できる茎葉処理剤を望んで
いる。現在，効果が期待される土壌処
理剤は広葉雑草対象として農薬登録さ
れたフルミオキサジン水和剤である。
土壌処理剤全般にいえることである
が，効果の不安定要因（土性，土壌水分，
降雨など）を明らかにして情報を整理・
公表していくことで，より効果的な利
用法が開発されると考えられる。

また，大豆生育期にイネ科を除く一
年生雑草に対して全国的に全面処理で
きる茎葉処理剤は，ベンタゾン液剤の
みで，全面処理の使用回数は 1 回のみ
である（2015 年 1 月現在）。帰化ア
サガオ類に対してはベンタゾン液剤の
複数回処理が有効であるという報告が
あり（McClelland et al.　1978），諸
外国では複数回処理が行われている。
ベンタゾン液剤を処理して枯れきらな
かった帰化アサガオ類に 2 週間後に

もう一度処理すると枯死したという
試験事例もある（澁谷・黒川 2013）。
大豆と帰化アサガオ類の生育特性から
もベンタゾン液剤の 1 回処理のみで
の防除の困難性は明らかである。大豆
品種「納豆小粒」とマルバルコウの生
育を比較するとほぼ同時に葉が展開し
ていく（図 -5）。このため，大豆とマ
ルバルコウの生育差がつきにくく，ベ
ンタゾン液剤が処理できる一番早い処
理時期である大豆 2 葉期以降でマル
バルコウに効果がある処理時期はほと
んどピンポイントとなってしまい，数
日遅れただけで効果が劣ってしまう。
また，適期に処理して防除できたとし
ても，その後に出芽してくる個体に対
しては何らかの防除をしなければなら
ない。日本の大豆作で使用できる除草
剤は非常に少ない。諸外国の大豆作で
使用されていて日本で農薬登録がない
除草剤や大豆には登録がないが有望そ
うな除草剤の検討を積極的に行い，効
果の高い土壌処理剤や全面処理できる
茎葉処理剤を増やす必要がある。

除草剤以外にも，機械分野ではディ
スク式中耕培土機，畦間株間散布機，
蒸気除草機などの開発が行われてい
る。また，耕種的方法として，帰化ア
サガオ類と同じような硬実による休眠
種子を持つクサネムに関しては種子が
落下した圃場を冬期にそのまま不耕起
で維持し，雑草種子の休眠打破や死滅
をねらう方法も考案されている（福見 
2011）。帰化アサガオ類の種子につい
ても研究が進められ，硬実休眠を打破
すれば，湛水で死滅することなどが報

告されているが（住吉 2011），不耕
起での種子の動態など不明なことも多
い。耕種的防除法の開発を含め，いろ
いろな防除法を組み合わせた総合防除
体系を組み立てていく必要がある。

おわりに

大豆作における帰化アサガオ類は，
あっという間に広がり，大問題になっ
てしまった。第 2 の帰化アサガオを作
らないよう，農研機構の生態的雑草防
除プロジェクトでは，全国レベルの雑
草情報の共有や警戒システムを確立す
る取り組みを行っている（生態的雑草
管理ポータルサイト　http://weedps.
narc.affrc.go.jp/）。今後さらに，省力
的で効果的な総合防除体系を組み立て
るため，関係者の連携をお願いしたい。
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らよいであろうか。生産者は省力的な
防除法として，効果の高い土壌処理剤
や全面処理できる茎葉処理剤を望んで
いる。現在，効果が期待される土壌処
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告されているが（住吉 2011），不耕
起での種子の動態など不明なことも多
い。耕種的防除法の開発を含め，いろ
いろな防除法を組み合わせた総合防除
体系を組み立てていく必要がある。

おわりに

大豆作における帰化アサガオ類は，
あっという間に広がり，大問題になっ
てしまった。第 2 の帰化アサガオを作
らないよう，農研機構の生態的雑草防
除プロジェクトでは，全国レベルの雑
草情報の共有や警戒システムを確立す
る取り組みを行っている（生態的雑草
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属のみですべて多年生草本。50 種以上が日本でみられ
る。葉はハート形やそれを引き延ばした形が多く，花は
5 弁の左右対称で基部に大きな距を作る。

「すみれ」という名の謂れは花の距を引っ掛けてあそ
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われている。

春の野にすみれ摘みにと来し我れぞ野をなつかしみ
一夜寝にける（山部赤人）

「すみれ摘み」とは女性を誘うこととも。そう思えば，
西行，定家の歌もそう思えなくもない。

あとたえて淺茅しげれる庭の面に誰分け入りてすみ
れつみけむ（西行法師）

春雨のふるののみちのつぼすみれ摘みてをゆかむ袖
はぬるとも（藤原定家）

ところが，芭蕉，一葉と時代が下がり，「すみれ摘み」
が「すみれ草」や「花菫」になると趣きが変わる。本来
のスミレの生育環境，生態に合って詠まれてくる。

山路 ( やまじ ) きて何やらゆかしすみれ草（松尾芭蕉）
あるじなき垣ねまもりて故郷の庭に咲きたる花菫か

な（樋口一葉）

兵庫試験地　須藤　健一菫（すみれ）


